
４．現地研修会

◎Aコース（湯沢方面：三国川中流砂防，大源太川砂防，

三国街道牧之通り）

◎Bコース（旧山古志方面：東竹沢砂防，寺野砂防，き

おくみらい長岡震災アーカイブセンター他）

５．参加費

・一般会員 ７，０００円（非会員１０，０００円）

・学生会員 ３，５００円（非会員５，０００円）

・意見交換会費 ６，０００円

・現地研修会費

Aコース ５，０００円（昼食代含む）

Bコース ４，０００円（昼食代含む）

注：参加費は全額前納とし，返却はいたしません。

６．参加および宿泊等申し込み

研究発表会，現地研修会，宿泊，意見交換会等の参加

申し込みにつきましては，「新潟大会実行委員会」より

�JTB関東法人営業新潟支店に受付業務を委託しており

ます。概要集掲載原稿の投稿を行った方も必ず参加申し

込みを行って下さい。

詳細については，後述の

・参加および宿泊のご案内

・お申し込み方法等のご案内

・参加および宿泊等お申込書

の項をご覧下さい。

７．「新潟大会」実行委員会

委員長 川邉 洋 新潟大学農学部

委 員 丸井 英明 新潟大学災害・復興科学研究所

委 員 権田 豊 新潟大学農学部

委 員 山内三津雄 農林水産省林野庁関東森林管理局計画保全部治山課

委 員 石井 陽 国土交通省北陸地方整備局河川部河川計画課

委 員 小泉 良彦 新潟県土木部砂防課

委 員 片桐 明男 新潟県農林水産部治山課

委 員 寺本 邦一 （一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部

委 員 大谷 政敬 （一社）新潟県地質調査業協会

委 員 阿部 宗平 （公社）砂防学会事務局

８．会場までの交通機関

詳細については，後述の

・会場までの交通アクセス案内図

・会場・宿泊ホテルマップ

の項をご覧下さい。

平成２６年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会「新潟大会」

定時総会並びに研究発表会「新潟大会」実行委員会

平成２６年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会を，下記の要領で開催いたしますのでお知ら

せします。多数のご参加と研究発表をお願いします。

なお，「砂防学会研究発表会」は，技術士 CPD（継続教育）履修実績として申請することができます。

（技術士 CPD（継続教育）に関するお問い合わせ先：砂防学会事務局 TEL：０３―３２２２―０７４７）

�．平成２６年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会「新潟大会」実施要領

１．期 日 平成２６年５月２８日�～３０日�
２．会 場 朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター

（〒９５０―００７８ 新潟市中央区万代島６―１ TEL：０２５―２４６―８４００（代））

３．日 程 （下記の日程表のとおり）

５月２８日� 受付 企画セッション�
昼食

企画セッション�・�・
研究発表会

コアタイム 特別講演 定時総会
休憩 意見交換会

ポスターセッション・企業展示・行政展示

５月２９日�
研究発表会 昼食 コアタイム 研究発表会

ポスターセッション・企業展示・行政展示

５月３０日� 現地研修会（２コースから選択）

※表中の斜体字（特別講演，企画セッション�）については市民に公開します。

８：３０ ９：００ １０：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００ １７：００ １８：００ １８：３０ ２０：３０

（３）



９．お問い合わせ先

平成２６年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表

会「新潟大会」実行委員会事務局

〒９５０―８５７０ 新潟県新潟市中央区新光町４―１

新潟県土木部砂防課内 桐生・高橋・渡邉

TEL：０２５―２８０―５４２３（直通） FAX：０２５―２８５―９７２４

１．発表者の資格

発表者は，発表申込時点と研究発表時点において砂防

学会の正会員か学生会員に限ります（グループでの発表

の場合は，発表者が会員であることが必要です）。なお，

発表者とは，口頭発表の場合は実際に会場において口頭

で発表する者（１名）を指し，ポスター発表では，コア

タイムに実際に説明する者（１名）を指します。原則と

して，発表者としての発表件数は口頭発表もしくはポス

ター発表のどちらか一件とします（なお発表者以外の共

著者の場合はこの限りではありません）。発表の申込み

は平成２６年２月１４日に締め切りました。

また，企画セッションについては，重複制限から除外

するものとします。

２．発表内容

土石流，山崩れ，表面浸食，地すべり，地震や噴火に

起因した土砂流出等の土砂災害およびそれらの防止工事，

斜面緑化，森林水文，森林が土砂流出に与える影響，土

砂災害減災と生態系保全，砂防の社会的評価に関するも

ので，原則として学会等に未発表のものに限ります。

３．発表方法

企画セッションおよび一般口頭発表は，パソコン接続

のプロジェクターのみで行います。発表者は，USBメ

モリーか CD等にファイルを格納して持参して下さい。

OHPおよびスライドは使用できません。パソコンの OS

はWindows７，ソフトは Power Point２０１３です。発表前

にパソコン等で動作確認をしておいて下さい。

４．特別講演

平井邦彦（長岡造形大学名誉教授）

演題：「新潟県中越地震から１０年」

５．企画セッション

平成２６年度研究発表会では，一般口頭発表並びにポ

スターセッションの他に，以下に示す課題の企画セッシ

ョンを設定いたします。

１）最近の集中豪雨の特徴と土砂災害の実態

コーディネーター：藤田正治（京都大学）

セッションの趣旨：

２０１３年は高強度で比較的長く継続する局地的豪雨が

全国で発生し，中国地方から東北地方まで多くの土砂災

害が誘発された。これらは２０１１年の紀伊半島大水害と

は特徴の全く異なる極端豪雨による土砂災害である。砂

防学会では気象変動が土砂災害に与える影響について委

員会で検討してきたが，ここでの議論を整理しなが

ら，２０１３年の豪雨をはじめ最近の極端豪雨とそれがも

たらす土砂災害の特徴について議論する。

２）積雪地帯における砂防の現状と課題

コーディネーター：秋山一弥（	独土木研究所）
セッションの趣旨：

積雪地帯では，融雪期に発生する崩壊，地すべり，土

石流，スラッシュ雪崩等により土砂災害が発生している。

また，積雪地帯に分布する火山では降雨および火山噴火

に起因する融雪型火山泥流の発生が想定される。このよ

うな状況の中，近年の気候変動などにより局地的な多量

降雪や暴風，暖気の流入による異常高温の発生など気象

変化が激しくなる中，融雪期の土砂災害の激甚化が想定

される。

本セッションでは，積雪地帯における土砂動態の特徴，

これまで実施されてきたハード・ソフト両面での防災・

減災対策について，これまで取り組まれている事例のレ

ビュー，課題の整理と課題解決に向けた方向性について

議論する。

３）近年の土砂災害・土砂動態の監視・観測技術について

コーディネーター：奈佐原顕郎（筑波大学）

セッションの趣旨：

近年，国土の「継続的な監視・観測」の観点から，荒

廃地や火山地域，大規模崩壊地などにおいて広域的な地

形変化や土砂移動を把握するための計測技術，大規模土

砂災害時の緊急調査で利用される監視・観測技術，流域

の土砂動態特性を把握するための流砂観測技術，地山内

部構造等を把握するための探査技術など，土砂災害の危

険性とその変化を的確かつ効率的に把握するための技術

開発が鋭意進められている。本セッションでは，このよ

うな土砂災害・土砂動態の監視・観測技術について近年

の動向と今後の課題ならびに課題解決に向けた方向性に

ついて議論する。

６．若手優秀発表賞

本大会では，優れた調査研究を行い口頭発表した若手

学会員（平成２６年４月１日現在３５歳以下）を対象とし

て，その功績を称えるとともに，若手学会員の研究意欲

の高揚と砂防に関する調査研究の進展を目的として，砂

防学会研究発表会若手優秀発表賞を設けます，審査を希

望される方は，原稿投稿システムの申し込み時に「若手

優秀発表ノミネート」項目にチェックして下さい。

７．概要集掲載原稿の投稿

概要集掲載原稿の投稿も，すべて原稿投稿システムに

よりオンラインで受け付けます。下記の原稿作成要領に

従って原稿を作成し，PDF形式（２MB以下）に変換し

て投稿して下さい。ポスターセッションによる発表につ

いても概要集掲載原稿の投稿が必要です。投稿期限は，


．平成２６年度砂防学会研究発表会要領
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平成２６年４月４日�（厳守）です。投稿期限以降は受け
付けられませんので，期限厳守をお願いいたします。

なお，投稿を行っても参加申し込みにはなりません。

参加申し込みは別途行って下さい。

８．研究発表要領に関するお問い合わせ先

〒９５０―２１８１ 新潟市西区五十嵐２の町８０５０

新潟大学農学部生産環境科学科

権田 豊

TEL&FAX：０２５―２６２―６６３０

E-mail : gonda@agr.niigata-u.ac.jp

「新潟大会」では完成原稿はPDF入稿とします。ミス

プリント防止のために，PDFファイルの原稿をそのま

ま縮小（９５％）し，印刷の上，概要集を作成しますので，

以下の諸点に留意の上，鮮明な原稿の提出をお願いしま

す。

１．原稿書体

原稿は原則としてMSワード等のワープロソフトで作

成して下さい。

２．原稿用紙および文字のサイズ

用紙サイズは A４とし，上１５mm，下２５mm，左２０

mm，右１０mmを確保して下さい。

１行の文字数および１ページの行数は自由とします。

ただし，文字のサイズは１０ポイント以上とします。

３．原稿枚数

２枚とします。１枚あるいは３枚以上は受け付けません。

４．題名および氏名

題名は第１行目の中央に書き，１行あけて所属，発表

者名（連名の場合は発表者の先頭に〇印を付ける）を右

側に寄せて書いて下さい。題名は本文よりやや大きめに

書いて下さい。１行あけて本文を書き始めて下さい。

５．使用する文字

使用する文字や仮名遣いは，原則として「常用漢字表」

「現代仮名遣い」に従って書いて下さい。

６．改行

改行した場合の次の行は，必ず１字あけて書き始めて

下さい。

７．文字の割付

句読点，（ ），：，引用記号および１桁アラビア数字

には１マスをあて，アルファベットおよび２桁以上のア

ラビア数字には２字で１マスをあてて下さい。

８．見出し番号

本文の章，節等には次の記号を使用して下さい。

章 １， ２， ３

節 １．１， １．２， １．３

節以下 １．１．１， １．１．２， １．１．３

９．参考文献

内容に関係のある参考文献を最後にあげて下さい。

１０．図表・写真

図表・写真はすべて鮮明で，白黒印刷をしても内容が

容易に分かるようなものとして下さい。また，原則とし

て本文の間の所定の位置に挿入して下さい。図表等の左

右に余白ができたときは，その部分にも本文を記入して

下さい。

１１．原稿のPDF化と取り扱い

完成した原稿は，PDF化ソフト（例えば Adobe社

Acrobat等）を用いて PDFファイルにして下さい。原稿

にはページ番号を入れないで下さい。

なお，PDF化された原稿からそのまま概要集を作成

しますので，不鮮明なものについては再提出をお願いす

ることがあります。ご了承下さい。

１２．原稿作成要領に関するお問い合わせ先

〒９５０―２１８１ 新潟市西区五十嵐２の町８０５０

新潟大学農学部生産環境科学科

権田 豊

TEL&FAX：０２５―２６２―６６３０

E-mail : gonda@agr.niigata-u.ac.jp

�．砂防学会研究発表会概要集原稿作成要領
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ポスター発表１件あたりのポスター掲示範囲の大きさ

は，幅９０cm，高さ１８０cmです。この範囲内でポスタ

ーを作成し，掲示して下さい。


．ポスターセッション掲示

�．現地研修会

●Aコース（湯沢方面：三国川中流砂防，大源太川砂防，三国街道牧之通り）

●Bコース（旧山古志方面：東竹沢砂防，寺野砂防，きおくみらい長岡震災アーカイブセンター他）

の２コースがあります。この機会に是非ご参加下さい。

●Aコース（湯沢方面：三国川中流砂防，大源太川砂防，三国街道牧之通り他）

【参加費５，０００円】（内訳：バス等交通費＝４，０００円，昼食＝１，０００円）

●Bコース（旧山古志方面：東竹沢砂防，寺野砂防，きおくみらい長岡震災アーカイブセンター他）

【参加費４，０００円】（内訳：バス等交通費＝３，０００円，昼食＝１，０００円）

《注意事項》

１．各コース共，出発時刻の１５分前にご集合となります。（時間厳守でお願い致します）

２．各コース共，コース途上において昼食となります。

３．解散地点は，Aコースは JR湯沢駅，新潟空港，JR新潟駅，Bコースは JR長岡駅，新潟空港，JR新潟駅となります。

４．天候・道路状況・現場状況により，到着が変更になる場合があります。（解散地点からの帰路列車等手配の際には，

時間に余裕を持って予約をお願いします）

�．平成２６年度 （公社）砂防学会通常総会並びに研究発表会 参加および宿泊等のご案内

このたび平成２６年５月２８日�～３０日�の３日間，朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）にて，「平成２６年
度（公社）砂防学会通常総会並びに研究発表会」が開催されます。ご参加の皆様の参加および宿泊申し込みを，株式会

社 JTB関東法人営業新潟支店にて担当させていただくことになりました。つきましては，全国各地より参加される皆

様方に宿泊プランのご案内を申し上げます。何卒，ご利用賜りますようお願い申し上げます。

１．お申し込み方法

参加・現地研修会・意見交換会・宿泊・昼食等のお申し込みは，一括して JTB関東法人営業新潟支店にて受付を行

います。別紙申込書に必要事項をご記入の上，郵送，FAXまたはメールにて，お申し込み下さい。トラブル防止のた

め，電話でのお申し込みは承っておりません。

申込書受取後，平成２６年４月末日頃までに最終のご案内として各種確認証・請求書をお送りいたします。お申し込

みいただきました参加費・宿泊代金等を平成２６年５月１６日�までにご入金いただきますよう，お願いいたします。ご
精算は振込またはクレジットカードにてお受けさせていただきます。

５／３０
�

新潟駅南口 ＝＝ 三国川中流域（砂防） ＝＝ 三国街道牧之通り ＝＝ 昼食（湯沢町内）
８：３０出発
＝＝ 大源太川（砂防） ＝＝ 湯沢駅 ＝＝ 新潟空港 ＝＝ 新潟駅

１５：００頃到着 １７：００頃到着 １７：３０頃到着

５／３０
�

新潟駅南口 ＝＝ 東竹沢（砂防） ＝＝ 寺野（砂防） ＝＝ 昼食（長岡市内：復興交流館おらたる）
８：３０出発
＝＝ 油夫川（地すべり） ＝＝ きおくみらい長岡アーカイブセンター ＝＝ 長岡駅

１５：３０頃到着
＝＝ 新潟空港 ＝＝ 新潟駅
１７：００頃到着 １７：３０頃到着
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２．宿泊プランのご案内

◆ご宿泊取扱日：平成２６年５月２７日�・２８日�・２９日�
（上記以外の宿泊日を希望の場合はお問い合わせ下さい）

◆表示の宿泊代金は１泊朝食付，諸税およびサービス料を含むお１人様あたりの代金です。朝食なしの設定はござい

ません。

◆宿泊プランは募集型企画旅行契約にて承ります。添付のご旅行要件（要約）をご一読いただき，お申し込み下さい。

旅行条件書（全文）は，最終案内送付時に同封いたします。

★上記日程以外の日程で宿泊を希望される場合は，申込書の備考欄にご記入下さい。

★宿泊料金は１泊朝食付，諸税およびサービス料を含むお１人様あたりの代金です。

★別紙申込書にご希望のホテル，部屋タイプから申込記号をご記入下さい。

★ご希望のホテル・部屋タイプは，申込順に受付させていただきます。ご希望に添えない場合もございますので，あ

らかじめご了承願います。

３．昼食のご案内

会場周辺には昼食箇所が少なく大変混み合います。会場でお召し上がりいただけるよう，お弁当をご用意しておりま

す。

設定日：平成２６年５月２８日� １２時～１３時

５月２９日� １２時～１３時

４．JR団体プランのご案内

東京方面からご参加の皆様向けに，団体料金を設定いたします。指定席ですので，お席の心配をする必要なく，当学

会にご参加できます。途中駅の上野・大宮からの乗下車も可能です（料金は同じです）。お得な料金となっております

ので，ぜひともご利用下さい。

なお，各列車の合計乗車人数が，１５名様以上の場合に下記料金が適用になります。１団体で１５名様以上である必要

はございません。また，団体料金適用のため，乗車７日前以降の申込列車の変更・取消はできませんので，お申し込み

の際には十分にご注意願います。

ホテル名
お１人様あたり宿泊料金

（１泊朝食付・諸税サービス料金込）
申込記号

会場までの所要時間
新潟駅からの所要時間

ホテル日航新潟
（新潟市中央区万代島５―１）

シングル １１，５００円 A―１ 会場隣接
新潟駅からバス１０分ツイン １１，０００円 A―２

ANAクラウンプラザホテル新潟
（新潟市中央区万代５―１１―２０）

シングル １０，８００円 B―１ 会場までタクシー３分
新潟駅から徒歩１０分ツイン １０，３００円 B―２

新潟東急イン
（新潟市中央区弁天１―２―４）

シングル ７，８００円 C―１ 会場までバス１０分
新潟駅から徒歩１分ツイン ７，２００円 C―２

ホテルサンルート新潟
（新潟市中央区東大通１―１１―２５）

シングル ７，８００円 D―１ 会場までバス１０分
新潟駅から徒歩３分ツイン ７，２００円 D―２

コートホテル新潟
（新潟市中央区弁天２―３―３５）

シングル ６，５００円 E―１ 会場までバス８分
新潟駅から徒歩５分ツイン 設定なし 設定なし

昼食弁当 幕の内弁当（お茶付） １．０００円（税込）

乗車月日・乗車区間 列車名 発駅・時刻 着駅・時刻
団体料金
（通常料金）

往路 ５月２８日� 東京→新潟 とき３０１号
東京発
０６：０８

新潟着
０８：１３

８，０００円
（１０，２７０円）

５月２９日� 新潟→東京 Maxとき３４４号
新潟発
１８：１６

東京着
２０：１２

８，０００円
（１０，２７０円）

復路
５月３０日� 越後湯沢→東京
【現地研修会Aコース参加の方】

Maxとき３３２号
越後湯沢発
１６：０５

東京着
１７：２０

５，５００円
（６，４９０円）

５月３０日� 長岡→東京
【現地研修会Bコース参加の方】

Maxとき３３４号
長岡発
１６：４２

東京着
１８：００

７，２００円
（８，７００円）

（７）



５．申込締切日

平成２６年４月１８日�
申込締切後も受付させていただきますが，ご希望に添えない場合もございますので，あらかじめご了承願います。

６．お申し込み後の変更・取消について

お申し込み後に変更・取消が生じた場合は，郵送，FAXまたはメールにて弊社宛にご連絡をお願いします。トラブ

ル防止のため，電話でのお申し込みは承っておりません。

お申し込み後の取消は，下記の通り取消料を申し受けます。

７．個人情報の取り扱いについて

お送りいただきました個人情報につきましては，ご連絡のために利用させていただく他，お申し込みいただいた旅行

において運送・宿泊機関等が提供するサービスの手配・受領のための手続き，あるいは「平成２６年度（公社）砂防学

会通常総会並びに研究発表会」の円滑な運営のために必要な範囲内で利用いたします。

８．お問い合わせ・申込書送付先

取消料 ２１日前以前 ２０～８日前 ７～２日前 前日 当日
出発後・
無連絡

参加費 無 料 １００％（全額） １００％（全額） １００％（全額） １００％（全額） １００％（全額）

現地研修会 無 料 無 料 ３０％ ４０％ ５０％ １００％（全額）

意見交換会 無 料 無 料 １００％（全額） １００％（全額） １００％（全額） １００％（全額）

昼食弁当 無 料 無 料 １００％（全額） １００％（全額） １００％（全額） １００％（全額）

宿 泊 無 料 無 料 ３０％ ４０％ ５０％ １００％（全額）

JR団体
プラン

無 料 無 料 １００％（全額） １００％（全額） １００％（全額） １００％（全額）

JTB関東法人営業新潟支店
「平成２６年度（公社）砂防学会通常総会並びに研究発表会」係
〒９５０―００８２ 新潟県新潟市中央区東万代町１―３０ ３階
TEL：０２５―２５５―５１０１
（平日０９時３０分～１７時３０分／土・日・祝休業）
FAX：０２５―２４８―７６８７
e-mail : niigata_ec@kanto.jtb.jp
総合旅行業務取扱管理者 森岡 雄治 担当：斉藤・後藤・三谷

砂防学会誌 Vol．６６ No．６（３１１）March２０１４

（８）



ご旅行条件（要約）
お申込みの際には，必ず旅行条件書（全文）をお受け取りいただき，事前に内容をご確認の上お申込み下さい。

●募集型企画旅行契約
この旅行は�JTB関東（埼玉県さいたま市中央区新都心１１―２ 観光庁長官登録旅行業第１５７８号。以下「当社」という）が企画・実施する旅行であり，この旅行に参加さ
れるお客様は当社と募集型企画旅行契約（以下「旅行契約」という）を締結することになります。また，旅行条件は，下記によるほか，別途お渡しする旅行条件書（全文），
出発前にお渡しする最終日程表と称する確定書面及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部によります。
●旅行のお申し込み及び契約成立時期
�所定の申込書に所定の事項を記入し，下記のお申込金を添えてお申し込みください。お申込金は，旅行代金お支払いの際差し引かせていただきます。
�電話，郵便，ファクシミリその他の通信手段でお申し込みの場合，当社が予約の承諾の旨通知した翌日から起算して３日以内に申込書の提出と申込金の支払をしていた
だきます。
�旅行契約は，当社が契約の締結を承諾し，申込金を受領したときに成立するものとします。
�お申込金（おひとり） 旅行代金以内
●旅行代金のお支払い
旅行代金は旅行出発日の前日からさかのぼって１０日目にあたる日より前（お申し込みが間際の場合は当社が指定する期日までに）にお支払ください。また，お客様が当
社提携カード会社のカード会員である場合，お客様の署名なくして旅行代金，取消料，追加諸費用などをお支払いただくことがあります。この場合のカード利用日は，お
客様からお申し出がない限り，お客様の承諾日といたします。
●取消料
旅行契約成立後，お客様の都合で契約を解除されるときは，次の金額を取消料として申し受けます。

●旅行代金に含まれるもの
旅行日程に明示した運送機関の運賃・料金（注釈のないかぎりエコノミークラス），宿泊費，食事代，及び消費税等諸税
これらの費用は，お客様の都合により一部利用されなくても原則として払い戻しいたしません。（コースに含まれない交通費等の諸費用及び個人的費用は含みません）
●「通信契約」を希望されるお客様との旅行条件
当社提携クレジットカード会社のカード会員（以下「会員」といいます。）より「会員の署名なくして旅行代金や取消料等の支払いを受ける」こと（以下「通信契約」とい
います。）を条件にお申込みを受けた場合，通常の旅行条件とは以下の点で異なります。（受託旅行業者により当該取扱ができない場合があります。また取扱できるカード
の種類も受託旅行業者により異なります。）
�契約成立は，当社が電話又は郵便で旅行契約の締結の承諾通知を発信したとき（e-mail等電子承諾通知を利用する場合は，その通知がお客様の到達したとき）とします。
また申込時には「会員番号・カード有効期限」等を通知して頂きます。
�カード利用日」とは旅行代金等の支払い又は払戻し債務を履行すべき日をいいます。旅行代金のカード利用日は「契約成立日」とします。（但し，成立日が旅行開始前
日から１４日目にあたる日より前の場合は「１４日目（休業日にあたる場合は翌営業日）」とします。）また取消料のカードの利用日は「契約解除依頼日」とします。（但し，
契約解除依頼日が旅行代金のカード利用日以降であった場合は，当社は旅行代金から取消料を差し引いた額を解除依頼日の翌日から起算して７日間以内をカード利用日
として払い戻します。）
�与信等の理由により会員のお申し出のクレジットカードでのお支払いができない場合，当社は通信契約を解除し，規定の取消料と同額の違約料を申し受けます。ただし，
当社が別途指定する期日までに現金による旅行代金のお支払いをいただいた場合はこの限りではありません。
●個人情報の取扱について
�当社及び販売店は，旅行申込の際に提出された申込書等に記載された個人情報について，お客様との間の連絡のために利用させていただくほか，お客様がお申し込みい
ただいた旅行において運送・宿泊機関等の提供するサービスの手配及びそれらのサービスの受領のために手続に必要な範囲内で利用させていただきます。
�当社は，旅行先でのお客様のお買い物等の便宜のため，当社の保有するお客様の個人情報を土産物店に提供することがあります。この場合，お客様の氏名及び搭乗され
る航空便名等に係る個人情報をあらかじめ電子的方法等で送付することによって提供いたします。なお，これらの個人情報の提供の停止を希望される場合は，お申込店
に出発前までにお申し出ください。
●旅行条件・旅行代金の基準
この旅行条件は２０１３年１２月１日を基準としています。
又，旅行代金は２０１３年１２月１日現在の有効な運賃・規則を基準として算出しています。

契 約 解 除 の 日 取消料（お１人様）【宿泊・現地研修会】

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって
１．２１日目にあたる日以前の解除 無 料
２．７日目にあたる日以降の解除（３～５を除く） 旅行代金の ３０％
３．旅行開始日の前日の解除 旅行代金の ４０％
４．当日の解除（５を除く） 旅行代金の ５０％
５．旅行開始後の解除又は無連絡不参加 旅行代金の１００％

（９）
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